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Abstract 
An increase of the distribution speed brings about a reduction of the inventory amount. This 
trend definitely increases corporate profit. The paper focuses on the relationship between the 
distribution speed and the inventory amount, and examines the inventory cost from the standpoint of 
profitability analysis. In considering an essence of the inventory costs, the inventory holding cost and 
ordering cost are important. However, the inventory purchasing cost will become more important 
factor. Significant savings of the inventory cost will be observed depending on the way of purchasing 
inventory amount. Along with the development of material handling devices and the development of 
IT, the use of an inventory model of an automatic ordering system accelerates the distribution speed. 
 
要  約 
流通システムにおけるモノの流れが高速化すると、流通経路に滞在する在庫量が減少する。
在庫削減は企業の利益拡大に結びつく。この論文では、ロジスティクス活動における流通スピ
ードと在庫量の関係に着目し、そこに発生する在庫コストの考え方を経済性分析の観点から論
じる。在庫コストにおいて在庫維持費用や発注費用も大切であるが、それにもまして在庫品購
入費用、特に在庫品の購入の仕方が在庫コストの削減に大きく貢献することを示す。物流機器
の開発や IT の進化にともない、自動発注モデルの開発が流通スピートの高速化に影響を及ぼ
している。 
 
この論文では在庫コストが流通スピードの高速化とどのような関係にあるかについて考える。倉庫に
滞留する大量の在庫の山を見て「この会社の在庫管理はうまくいっていないな。多額のお金を寝かせ
ているようなものだ。こんなに大量の在庫をもつと不必要に在庫コストがかさんでしまう」と指摘する
人がいる。在庫をもつことがどの程度のコスト負担になるのだろうか。そもそも在庫コストとは何なの
だろうか。もっと端的に本質を指摘するとすれば、「在庫コストとは誰が誰に支払うコストなのだろう
か」ということである。さらには、流通のスピードと在庫コストの関係はどのようになっているのだろ
うか。 
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月末に一人の男がある企業の倉庫を訪ねてこう言ったとする。「すいません、おたくの倉庫を拝見さ
せてください。在庫量を調べたいのです」。その男が誰なのかと訪ねると、ある調査機関からやってき
た者だという。そして倉庫内の在庫を丹念に調べ終えたあとで、「今月はだいぶ在庫が多く溜まってい
ます。在庫費用が大分高くつきますよ」と言って一枚の請求書を差しだした。そこに示された金額が今
月の在庫コストなので支払って欲しいという。倉庫を保有する企業にそのような調査員が訪ねてくるの
だろうか。外部の会社に在庫管理を委託していて、倉庫の在庫量に応じて毎月ある種の支払いが生じる
契約があるとするならば、そのような訪問はあり得るかもしれない。しかし通常は在庫量に応じて在庫
コストを支払うというのはあり得ないことだ。倉庫というのはいわば自分の資産（商品）の置き場なの
だから、そんな場所に他人が突然出入りするわけがない。ましてや在庫量を数えて支払いを請求するな
どあり得ない話だ。「いや、それは倉庫を賃借しているときに倉庫業者に支払う金額のことだ」と言わ
れるかもしれない。かりに自社商品の保管に外部の営業倉庫を利用したとしても、賃料は入庫時に契約
で決まる（具体的には、入出荷の荷役料金と毎月の保管料金が決まる）もので、訪問員が毎月訪ねてき
て在庫量を精査し、それで在庫コストが決まるという話とはほど遠い。外部の営業倉庫会社へ定期的に
支払う金額は在庫コストの一部といえる。自動車をリースするときに毎月支払うリース料金のようなも
のである。でも自社倉庫ならそのような金額は発生しない。しいていえば、自社で倉庫を建設したとき
にかかった設備投資額の減価償却費のようなものが、在庫に関連して毎月負担するコストに相当すると
いえるかもしれない。しかし、減価償却費用は典型的な固定費で、保有する在庫量が変動したからとい
ってその金額が変化する費用にはならない。 
 
 1 ．在庫コストとは 
古典的在庫管理論は在庫量を適切な量に保つことによって、在庫量に関連して発生するコストの総和
を最小におさえることを目的にしている。倉庫には入荷もあれば出荷もある。入荷量と出荷量が同じ量
ならば在庫変動は生じない。入荷量と出荷量の間にアンバランスがあるので、保有する在庫量が変動す
る。しかし、出荷量は顧客の要請によって一方的に決まってしまうので、倉庫の担当者が在庫管理でき
る量は入荷量（あるいは購入量）しかないのだ。在庫を保管するには、その前に商品を保管するのに必
要なスペースを獲得する問題がある。これは外部倉庫を使うか自前倉庫を使うかの意思決定である。一
つの方法は長期的な在庫事情を考慮にいれて、保管スペースを外部に求める（つまり営業倉庫に保管を
依頼する）ことである。企業が自前倉庫を所有しているならば、それを利用するかあるいは新たに倉庫
を建設することも考えられる。どちらの形で倉庫を確保するにしても、保管スペースを手に入れるには
ある固定的な費用が発生することを意味している。外部倉庫を賃借するなら、倉庫との契約は年間需要
情報をもとに一定のスペースを賃借し、自前倉庫ならば設備投資額の減価償却費が在庫コストになる。
外部倉庫にしても自社倉庫にしても倉庫獲得のコストは固定的に発生する費用であり、倉庫を手に入れ
た後で在庫量が変化したからといって変動するようなコストにはならない。したがって、在庫管理問題
では倉庫を獲得するコストは除いて考えることにしている。保管する在庫量をあらかじめ予想して、倉
庫を手に入れたあとで倉庫に保管する商品の入手方法を検討するのが在庫管理の問題になる。 
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それでは、在庫コストの正体は何なのだろうか。従来から在庫管理論に関する学問の世界で考えられ
てきた一般的な在庫コストは、①在庫維持費用、②発注費用、③在庫品購入費用の 3 つである。この 3
つのコストはいずれも在庫品を保有することに関連して発生する費用で、購入する在庫品の量によって
変動する費用のことである。古典的在庫管理論では 3 つの費用の総和が最も小さくなるように、購入す
る在庫量を調整することを考えている。在庫費用最小を実現する仕入れ時の最適購入在庫量（あるいは
最適購入頻度）を決定することが、いわゆる在庫管理論における最適在庫戦略問題である。 
ここで考える在庫管理問題をもう少し明確にしておきたい。企業がこれから在庫を持つために、倉庫
の獲得をも含めて意思決定をおこなおうとするならば、先に論じた倉庫獲得の費用も在庫コストに含め
なければならない。いいかえると、営業倉庫を賃借する場合の賃借料金、あるいは自前倉庫を設立する
ための建設コスト（より正確には、建設コストの減価償却費）も勘定に入れて、在庫コスト計算をすべ
きである。従来からの在庫管理論では倉庫獲得のコストは考えからはずし、企業が倉庫を保有している
ことが前提条件になっている。したがって在庫管理問題というのは在庫スペースを所与の条件として、
在庫品をどのように購入していくかを決定する問題となる。 
簡単に 3 つの在庫コストを説明しておこう。在庫維持費用というのは倉庫に在庫を保持するがために
発生する費用である。在庫を大量にもてば、在庫品を管理する管理費用（ホールディング・コスト）が
必要になる。光熱費がかかる。保険代が発生する。たくさんのマテハン機器を維持しなければならない。
それらのいずれのコストも在庫量におおむね比例すると考えるならば、平均的な在庫量のある割合（パ
ーセント）分だけ在庫維持費用が発生すると考えてもおかしくない。在庫管理のために働く作業者の数
が在庫量に比例して変動するならば、人件費もこの中に含める必要がある。厳密にいえば、保険代とか
照明・光熱費などは在庫量に比例しないという見方もあるが、ここではあまり厳密さにはこだわらずに
いきたい。 2 つ目の在庫コストは発注費用である。これは注文を出すたびに発生する費用のことで、要
するに、まとめて発注するか小まめに発注するかでその発注回数に比例して費用が決まるということだ。
発注のたびに通信費や伝票代がかかることは容易に想像がつく。だから小まめに発注すれば、それだけ
発注費用がかさむわけだ。その意味ではまとめ買いの方が発注費用が少なくて済むといえる。ただ、ま
とめ買いをすれば発注時の在庫が大量に増え、逆にこまめに発注すれば手持ちの在庫は平均的に少なく
てすむ。したがって、在庫維持費用と発注費用とはトレードオフの関係にあるといえる。いいかえると、
まとめ発注をすれば発注時の在庫量が大きくハネあがり、こまめに発注すれば在庫量を少なく保つこと
ができる。 
これまでに、在庫量に比例して変化する在庫維持費用と発注費用について検討してきた。在庫量に関
連する費用の中の 3 つ目に在庫購入品費用がある。会社のビジネスが安定していれば、倉庫に蓄える在
庫品の年間購入金額は年間需要分だから、一年間に倉庫に入荷する商品量（あるいは商品購入金額）は
推定できる。だから年間購入品費用は在庫量に比例して変化するとはいえない費用に見える。どうせ一
年間分を保管しなければならないのだから、年間在庫量は一定（したがって、在庫購入金額も一定）と
考えことができる。つまり、年間購入量を一定と考えれば、倉庫を通り抜けていく在庫品の総金額はそ
の一年間分の在庫をどのように購入しても、支払う代金の総和は同じ額になる。年間分を一括購入して
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もいい、半年間分ずつ 2 度に分けて購入でもいい、毎月に分けて12回に分けて購入してもいいし、あ
るいは一週間単位の購入でもいい。その購入の仕方はさまざまである。しかし年間の在庫購入品に対し
て支払う代金の総和は同じ額である。ところが、この購入の仕方によって企業利益は大きく変わるとい
うのがこの論文の主張である。在庫コストは誰が誰に支払うコストという意味ではなく、その本質は在
庫品の上手な購入の仕方によって節約できる金額をさすのだ。 
 
 2 ．在庫購入品費用の分析 
ここで一つ着目したいことは、 3 つの費用（つまり在庫維持費用、発注費用、在庫購入品費用）の中
で、一番大きな金額を占めるのは在庫購入品費用である。もちろん、企業がかかえる在庫品目によって
はそうでない場合も考えられるが、ある程度の規模をもつ企業であれば 3 つの在庫コストのうち在庫購
入品費用がもっとも大きい項目であるといってよい。たとえば、在庫購入品費用が10億円とする。それ
を購入するための発注費用といえば、おそらくどんなに頻繁に発注したとしても10万円から100万円の
オーダーだろう。また在庫維持費用も管理費をおお目に見積もったとしても数千万円のオーダーを越え
ることはないと思う。少々粗っぽい言い方かもしれないが、検討の対象にしている 3 つの費用の中では、
在庫購入品費用が圧倒的に大きな金額を占めているということになる。その意味では、最も大きなコス
ト要因である在庫購入品費用に的を絞って在庫管理を行うというやり方で十分対応できる。 
それならば、どのようにして在庫購入品費用を節約するかを考えてみよう。この論文では、在庫購入
品費用は年間の需要量をどのように分けて購入するかによって、その費用節約額が大きく変化するとい
いたいのだ。簡単な例題で考えてみる。たとえば、年間12億円の在庫品を購入すると仮定しよう。これ
を年の始めに一括購入することから検討を加えていく。金利を月 1 ％と仮定して計算したい。一括購入
の場合は現在の支出が12億円になるので、年初めの時点での支払い費用は12億円である。 
 
P（一括購入）＝ 12億円 
 
つまり、現在価値（Present value ということで、P という記号で表現する）が12億円になる。購入の
仕方を変えて、半年ごとに 6 億円ずつ分けて購入するとすれば、現在時点の支出が 6 億円、残りの 6 億
円の支出は半年後に生じるので、半年後の購入額 6 億円を月 1 ％で 6 ヶ月間割り引いて現在価値は5.65
億円になる。したがって、現在時点での支出の合計金額は 
 
P（半年ごと 2 回購入）  ＝ 11.65億円 
 
になる。以下、同様に議論を進めていけば、 
 
P（ 4 ヶ月ごと 3 回購入）＝ 11.54億円 
P（ 3 ヶ月ごと 4 回購入）＝ 11.48億円 
P（ 2 ヶ月ごと 6 回購入）＝ 11.42億円 
P（毎月ごと12回購入）  ＝ 11.37億円 
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という結果を得る。この一連の計算でわかることは購入の分割度合いを進めれば進めるほど、年間購入
費用の現在価値（略して現価）の値は小さくなるということである。つまり年間一括購入の場合に比べ
て、それぞれの購入パターンの現在価値で減少した金額の分だけ節約額が生じることになる。年間一括
購入の場合に比べ、毎月ごと12回に分けて購入すれば現価で0.63億円（6300万円）の節約ができる。
この議論をさらに進めて、同じ月の中で 2 回に分けて半月ごとの購入、週ごとの購入、さらには毎日の
購入としていくと、その節約額はますます拡大する。そして究極の購入パターンは在庫品は必要なとき
に必要な量だけ購入するという、いわゆる JIT 購入が最もその節約額を高めることになる。 
合わせて議論できることは、購入頻度の分割を進めれば進めるほど平均在庫量は少なくなるともいえ
る。年間一括購入では最大在庫量は購入時の12億円分、それを年末まで順次消費していくと考えれば平
均在庫量は 6 億円分である。同じように、半年ごと 2 回購入を進めれば、一度の購入額は 6 億円で、平
均在庫量は 3 億円になる。つまり、分割を進めるほど平均在庫量は少なくなるわけだ。JIT 購入にいた
っては、平均在庫量はほんのわずかな量になってしまう。 
以上の議論の大前提は在庫品購入費用の支払いが購入時になされていることである。在庫品のお届け
と同時に支払いが生じていることを仮定している。このことを前提とするならば、年間一括購入に対し
て分割購入は費用の一部支払い額を半年分後送りしているに他ならない。損得学の基本を振り返ると、
金利が存在する世界では支払いはできるだけ後払いにした方が得、収入はできるだけ早く受け取った方
が得という大原則がある。この原則を踏まえるならば、何も現在価値を計算するまでもなく JIT 購入
の優位性は説明できる。年初に一年間分の在庫品を購入することに比べれば、支出を大幅に後送りする
ことができるからである。 
古典的在庫管理論では購入額の支払いのタイミングではなく、平均在庫量にある一定の割合（在庫維
持比率とよばれる）を乗じることによって在庫維持費用を計算している。在庫維持費用はあくまでも維
持するために必要なコスト（ホールディング・コスト）であり、在庫品購入費用とは性格が異なるもの
である。しかし、購入のパターンの違いによる在庫費用の節約額を求めようとするならば、金利を用い
て現在価値を計算しその節約額を求めるやり方を用いても、平均在庫量にある一定の比率を乗じてそれ
を節約額だと主張してもほぼ同じような結果を得ることができる。この論文では、その説明を割愛する
が、テーマとしては興味ある研究題材になる〔１〕。 
 
 3 ．ビジネス慣習と在庫コスト 
ところが、現実のビジネスの世界では在庫品購入時に購入代金の支払いがなされるという大前提が成
り立つケースはほとんどない。日本のビジネス慣習から、在庫品を購入しても代金の支払いは後送りに
なる場合が多い。たとえば、購入代金は月の20日で締めて翌月10日に支払う。あるいは月内の取引額は
まとめて月末払いにするといったことが行われる。支払いのタイミングが遅れるのであるから、時には
その方が JIT 購入よりも有利になる場合があり得るのだ。大前提が成り立たない別のケースとしてボリ
ュームディスカウントの習慣がある。つまりまとめ買いをするならば、売り手は定価を値引きして品物
を販売するというケースだ。まとめ買いをすれば安くなるというのは昔からの取引慣行だ。そうなると、
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購入代金の値引き額と在庫維持費用の間にトレードオフが生じ、この場合にはどの程度の量をまとめ買
いするのが得になるかという問題が新たに生じてくる。さらにビジネス習慣として、わが国では定価の
中に運搬費を含むケースが多い。つまり、価格の中にお届け代金を含み、届けていくらの物流費用の構
成になっているのだ。欧米では（あるいは、一部の商品では日本でも）売り手は定価とは別に運搬費を
顧客に請求する場合がある。つまり、定価というのは売り手が自分の施設（店、倉庫あるいは工場）を
出荷するときの値段であって、そこから顧客までの運搬費は顧客の負担になる。このような場合は、買
い手が上手な買い方を考えなければならない。届けていくらの物流体系ならば、買い手は当然、必要な
ときに必要な量だけ買おうとする。まとめて買っても少量ずつ買っても値段が同じならば、顧客は品物
の配送を必要なときに必要な量だけ届けてくれと売り手に要求するだろう。その方が顧客の在庫事情が
よくなるからである。ところが、顧客が売り手のところまで引き取りにいくとなると、そう何度もトラ
ックを配車するのでは運搬費が高額になってしまう。当然のことながら一度に大量に品物を引き取りに
行けば運搬費が安くつく。したがって、在庫維持費と運搬費（発注の度ごとにトラックを配車するとす
れば、これを発注費に含めてもかまわない）とのトレードオフが生じてしまう。ここで強調したいこと
は、こうした従来からのビジネス慣行が在庫費用の計算を複雑化しているということである。在庫費用
を最小化しようとする試みは、こうした複雑な要因を考えにいれると一筋縄では解けない問題になって
しまう。 
 
 4 ．ＳＣＭ における在庫の動き 
流通のスピード化と在庫量の間には強い相関がある。ロジスティクスの議論では、よく川の流れを流
通経路における川上から川下へ動くモノの流れにたとえることが多い。川の流れが急なところでは淀み
は少ないが、川の流れが緩やかになると、ところどころに渦や淀みが生じる。逆もまた真なりで、川に
淀みがなければ流れは速いし、淀みがあれば流れは遅くなる。このことは屋根の樋（とい）に水を流し
てみればわかるだろう。ほぼ平らな樋に水を流せば流れが緩やかで、あちこちに渦ができる。ところが
樋を傾けると流れが急になり、水は一気に低い方へ流れる現象を見ることができる。ここでの主張は、
流れが速くなると淀みができにくいということである。逆に淀みを作らないようにするならば、流れを
速くすることである。この淀みは流通における在庫に相当する。メーカーならば仕掛在庫になるし、
SCM ならば流通経路の途中に滞留する在庫になる。 
最近ロジスティクスにおけるモノの流れをみると、流れが一気に加速しているように思う。本節の議
論を踏まえるならば、流れの加速化は流通経路に滞留する在庫の減少をもたらしていなければならない。
在庫を作っていると（つまり、倉庫での保管作業をやっていると）流通の高速化ができないのである。
それゆえ、流通経路では、保管よりクロスドックのような仕分けのみで流れを作らざるを得なくなるの
だ。保管していると流れが遅くなるし、それだけ仕事の手間が増加するともいえる。それ程に流通経路
の流れと在庫は深く関係していると考えてよい。ロジスティクスの進化を、多くの場合、流通スピード
の高速化ととらえることが多いが、それは同時に保管活動を排除するトレンドをもたらしているともい
える。 
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流通のスピード化が利益の拡大をもたらすことは、藤田〔２〕が説明している。その論文を要約すると
次のようになる。企業がモノを製造し、それをクリスマス時に販売することを考えているとしよう。も
しサプライチェーンを流れるモノのスピードが遅ければ、川上のメーカーは11月の始めに材料を購入
し生産を始めなければ販売に間に合わないとしよう。ところが、流通スピードの高速化が実現するなら
ば、材料の購入のタイミングを後送りすることができるのである。たとえば12月の初頭に材料を購入
しても、まだクリスマスの販売に間に合わせることができる。金利を考えに入れるならば、コストの支
払いは遅いほど経済的に得になるという原則を踏まえれば、流通スピードの高速化は、確実に利益の拡
大に結びつく。 
しかし、ここにも日本のビジネスの慣例が流通の流れに影響を及ぼしている。それは JIT 調達であ
る。ある小売店が顧客の要望に応じて彼らが必要とする商品を提供しようとする場合、欠品が生じたと
きには即座に商品をあてがわなければならない。そのためには流通の川下に近い位置に在庫のための倉
庫が必要になる。いくら流通のスピードが速くなっても、即応態勢で商品を供給するには、できるだけ
川下の小売店に近い位置に在庫を保管する方が有利だからである。店先で欠品したら近くの在庫保管拠
点に品物を取りにいって、すぐに補充すればいいからだ。川下拠点での保管は流通スピードの高速化を
妨げることは分かっているが、小売店の戦略として JIT 供給が必須の場合はやむを得ず倉庫を流通過
程（特に川下）に設けざるを得ないのである。 
 
 5 ．在庫モデルの開発 
流通過程のスピード化は物流機器の開発や IT の進化の影響によるところが大きい。従来は流通過
程を構成するさまざまな取引先が、互いに情報を交換しあってビジネスを進めていた。たとえば、発注
作業を例として考えてみる。小売り店は商品棚に置かれた商品の数に応じて卸売り店に向って発注をか
ける。その発注情報を受け取った卸売り店は、発注量に相当する商品を小売り店へ運搬すると同時に自
らも川上の拠点に補充のための発注をかける。そして同じような発注と補充の連鎖が流通経路の川上に
向って進んでいく。そのことには何ら問題がないのだが、ここで昔から知られている現象に、鞭効果
（Bullwhip effect）とよばれる在庫変動がある。小売り店が卸売り店へ発注をかけるときに、必ずしも
最低限の必要量を発注するとは限らないのだ。思惑発注とよばれ、発注者の気持ちがそこに込められ、
一般的にはかなりの量を上乗せした過多量が発注されてしまう。卸売り店が川上に向って発注するとき
も同じような発注がなされ、それが次々と川上へと連鎖していく現象が観察される。その結果、川上の
拠点に行くほど在庫量の変動が大きくなってしまう。流通経路を川下と川上の拠点を在庫量の変動をみ
ると、明らかに川上の在庫量の変動が大きい。この現象を鞭効果とよんでいる。つまり、従来からの発
注や補充作業を繰り返していると、鞭効果によって自然と流通過程に滞留する在庫量は川上ほど大きく
変動し、流通経路全体の在庫量が大きくなっていく。結果的に、それが流通スピードを鈍化させること
になってしまう。あるいは利益の拡大を阻害するといってもいい。 
IT の進化は、この在庫拡大要因をうまく処理するようになった。関口〔３〕は、流通経路のこうした問題
を解決するために、自動発注方式（あるいは、自動補充方式とよぶこともある）とよばれる在庫管理モ
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デルをあみだした。このモデルはコンピュータによって、リアルタイムに入出荷量のデータを記録でき
ることが前提になっている。入出荷量がわかれば在庫量の変動は自動的に把握できる。モデルのパラメ
ター（所与の条件）として、最適な発注点の値とか最適発注量の値はあらかじめ決めておく必要がある。
それらは主に過去の在庫変動とか調達期間（注文を出した日から、その品物が届く日までの期間）など
の要因によって決められる。入出荷量情報を遅滞なくコンピュータに取り込めば、コンピュータはその
時々の在庫量を即座に計算できる。その在庫量があらかじめ定められた最適発注点を割り込んだ瞬間に、
自動的に最適発注量が発注される仕組みである。発注を受けた川上の拠点では、その発注量を遅滞なく
川下へ届けるというわけだ。これが自動発注点方式モデルあるいは自動補充方式モデルの概要である。
名称が 2 つあるのは、川上・川下のどちらの立場でモデルをとらえるかの違いである。小売り店の人間
なら自動発注方式とよぶであろうし、卸売り店の人間なら自動補充方式とよぶだろう。 
このモデルは学問的にはさらに拡張され、不定期不定量モデルとよばれている。不定期というのは発
注の時点がまちまちであるということだ。在庫量があらかじめ定められた発注点を割り込んだときに発
注がなされるので、発注時点はいつになるかわからない。毎日の売上が多いときは数日おきに発注日が
くるだろうし、逆に売り上げが少ないときは発注日の間隔が広がってくる。つまり、出荷量の変動によ
って発注間隔はまったく異なってくるので、これを不定期とよんでいる。一方、発注量は先ほどの例で
はあらかじめ定められた量と規定していたが、これとて企業の戦略によって高く設定できたりあるいは
低く設定もできる。一般的なモデルでは、過去数週間にわたる日々の需要量を記録しておいて、そこか
ら毎日需要推定量を求め、その数倍の値を最大在庫量として定めている。そして、発注点量と最大在庫
量との差を最適発注量として定めることが多い。最大在庫量の値はそのときどきの日々の需要量によっ
て、大きな値になったり小さな値になったり変化する。つまり、移動平均とよばれる手法を用いて、最
大在庫量の値を常に更新していくのだ。こうしてできあがたモデルを不定量モデルよんでいる。発注間
隔は不定期、発注量は不定量ということで、この在庫モデルを不定期不定量モデルとよぶこともある。 
不定期不定量モデルによって、SCM 全体に滞留する在庫量は常に最低量に抑えられ、人間の介在し
ない自動在庫補充方式が実現できる。このモデルは店舗におかれるあらゆる品目に対して、個別に扱わ
れる必要がある。それゆえ計算は膨大な量になり、コンピュータが出現するまでは実現不可能なモデル
であった。モデルをスムーズに運用するためには決められた手順に従って、入出荷量データがきちんと
取り込めることが極めて大切になる。たとえば、担当者の不手際で入荷量データ入力が遅れれば、遅れ
ている間にコンピュータ上の在庫量は極めて低くなって欠品状態が生じたり、あるいは発注のタイミン
グに支障をきたしたりしてしまう。作業者は決められた手順に従って作業を進めるという、作業の標準
化が不定期不定量モデル導入の成否の鍵といえる。 
現実には、店頭で特売のような販促手段が取られることがある。このような場合は出荷量データとし
ては異常値として扱い、出荷量データを修正してコンピュータに取り入れる必要がある。近年、関口モ
デル〔３〕はかなり洗練され、こうしたさまざまな販売変動要因をもモデル内に取り込み、より精度の高
い不定期不定量モデルを確立している。川上から川下へのモノの流れをスムーズに行うために、在庫や
販売の支援を目的としたモデル開発が頻繁におこなわれている。この論文では在庫に関連するモデルを
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とりあげたが、物流機器の開発、IT を利用した求貨求車システムの開発、ロジスティクスネットワーク
の開発などさまざまな革新的なモデルが構築され、流通スピードの高速化に拍車をかけている。 
 
 6 ．まとめ 
この論文ではロジスティクス活動における在庫の問題を検討した。近年、流通経路を流れるモノの流
れが高速化し、在庫を保管するよりはクロスドックという形で保管よりはモノの流れを重んじる傾向が
見ることができる。この論文では流通の流れの高速化と在庫費用の関連について考えることを目的とし
た。 
在庫コストについては従来からさまざまな議論があったが、この研究では在庫コストは在庫の入荷の
仕方（あるいは購入の仕方）によって決まることを述べた。必要な在庫を必要なときに購入すれば、一
年間分を一括購入する場合に比べて在庫品購入費用を大きく節約することができる。古典的在庫管理論
では在庫維持費用や発注費用をも検討の対象にしているが、ある程度の規模をもつ企業では圧倒的に在
庫購入品の金額が大きい。したがって、その大きなコスト要因を管理することが在庫コストの節約に貢
献するという結論である。その理由は金利の影響である。つまり、一年間分の商品を一括購入するより
は、必要なときに必要な量だけ購入すれば費用の支払いを先送りすることができて、それが節約になる
ということだ。論文では日本におけるさまざまなビジネス習慣が、そのコストの節約に微妙に影響を及
ぼしていることにも言及した。 
流通スピードと在庫量の関係は川の流れにたとえて説明した。川の流れが速いと自然と淀みが消失す
る現象にたとえ、流通過程においてもモノの流れが速くなると仕掛在庫がなくなると考えられる。逆も
また真なりで、在庫量が少なくなるとその分だけ流通のスピードが速くなるのである。論文では、流通
のスピード化が利益を拡大に結びつくことから、在庫削減が利益の拡大に大きく貢献する理由を説明し
た。 
流通過程の中での在庫の発注と補充にからめ、自動発注・自動補充方式モデルの開発について触れた。
IT の進化にともない、コンピュータはリアルタイムに入出荷量データを記録できることから、不定期不
定量発注モデルが注目を集めている。流通経路の川上から川下への流れが高速化には物流機器の開発や
IT 進化も影響を及ばしているが、こうしたモデル開発により人間が介在しない流れの速いロジスティク
スシステムの実現を可能にしているといえる。 
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